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山
本
市
長
は
、
９
月
定
例
会
の
開
会
日
に
、
次
の
市
長
選
挙
に
出
馬
し
な
い
と
表
明
。

山
本
市
政
は
ど
ん
な
市
政
だ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、「
コ
ロ
ナ
」
禍
の
も
と
で
今
、
市
民
の

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
市
政
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
…
。

誰ひとり取り残さない政治へ、力あわせて

　「
太
閤
堤
跡
歴
史
公
園
」整
備

に
か
か
る
事
業
予
算
案
は
、
山

本
市
長
の
１
期
目
で
、
２
度
に

わ
た
っ
て
議
会
で
否
決
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
山
本
市
長
は
、
２
期
目
に

な
っ
て
財
政
が
厳
し
い
と
市
民

カ
レ
ン
ダ
ー（
４
２
３
万
円
）を

廃
止
、
障
が
い
者
の
手
帳
交
付

申
請
の
際
の
診
断
書
料
の
助
成

（
１
３
９
万
円
）を
削
減
す
る
な

ど
の
一
方
で
、
２
０
１
７
年
６

月
定
例
会
に
、
２
度
否
決
さ
れ

た
総
額
　
億
円
も
の
「
太
閤
堤

８８

跡
歴
史
公
園
」
整
備
事
業
予
算

を
提
出
し
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。（
民
進（
現
う
じ

未
来
）・
自
民
・
無
会
派
議
員
の

　
人
が
賛
成
、
共
産
・
公
明
・

１４無
会
派
議
員
の
　
人
が
反
対
）。

１３

　
そ
し
て
、「
財
政
は
健
全
だ
」

と
言
い
な
が
ら
「
財
政
健
全
化

推
進
プ
ラ
ン
」
を
　
年
２
月
策

１８

定
し
、　
年
度
当
初
予
算
で
は
、

１８

敬
老
会
事
業
や
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
へ
の
助
成
を
廃
止
、
道
路
や

側
溝
の
管
理
費
を
削
減
す
る
な

ど
　
事
業
に
わ
た
る
市
民
サ
ー

７２
ビ
ス
を
約
　
億
円
も
カ
ッ
ト
、

１３

コ
ミ
セ
ン
や
駅
前
駐
輪
場
な
ど

　
施
設
の
使
用
料
と
　
種
類
の

１５

１２

手
数
料
の
値
上
げ
で
約
１
億
円

も
の
負
担
を
市
民
に
押
し
つ
け

ま
し
た
。

  大
久
保
幼
稚
園
、 

  ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
 

  な
ど
廃
止
を
強
行

　
そ
の
後
も
、
保
護
者
が
要
望

す
る
３
年
保
育
は
実
施
せ
ず
、

大
久
保
幼
稚
園
の
廃
園
、
年
間

の
べ
７
万
人
近
く
が
利
用
し
て

き
た
３
カ
所
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
廃
止
、
市
民
会
館
（
宇

治
公
民
館
）
の
廃
止
を
多
く
の

市
民
の
「
な
く
さ
な
い
で
」
の

声
を
無
視
し
て
強
行
し
ま
し
た
。

  パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
 

  結
果
さ
え
無
視

　
市
が
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
で
は
、
中
学
校
給
食

に
つ
い
て
９
割
を
超
す
方
が
親

子
方
式
を
望
ん
で
い
る
の
に
、

セ
ン
タ
ー
方
式
に
固
執
し
、
公

民
館
で
も
９
割
を
超
す
方
が
公

民
館
の
廃
止
に
反
対
し
て
い
る

の
に
公
民
館
を
な
く
し
有
料
の

貸
館
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　
国
は
、
人
口
減
少
な
ど
を
理

由
に
公
共
施
設
の
削
減
を
地
方

に
押
し
つ
け
て
い
ま
す
が
、
こ

　
党
議
員
団
は
、
市
内
の
商
店

や
事
業
者
、
障
が
い
者
施
設
、

介
護
施
設
を
訪
問
し
て
実
情
を

聞
か
せ
て
も
ら
い
、
３
月
４
日

に
市
長
と
教
育
長
に
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い

て
の
申
し
入
れ
」
を
行
い
、
こ

れ
ま
で
５
次
に
わ
た
っ
て
申
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
申
入
れ
で
「（
育
成
学
級
に
）

子
ど
も
を
預
け
ら
れ
な
い
保
護

者
も
い
る
こ
と
か
ら
、
学
校
へ

の
任
意
登
校
を
認
め
る
こ
と
」、

「
休
館
中
の
市
立
図
書
館
で
、

図
書
の
貸
出
」、「
臨
時
休
校
中

の
学
校
の
運
動
場
の
開
放
」、

「
障
害
者
施
設
や
介
護
施
設
へ

の
マ
ス
ク
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
・
防
護
服
な
ど
を
早
急
に
支

給
」、「
事
業
者
へ
の
市
独
自
の

給
付
金
の
支
給
」、「
支
援
に
つ

い
て
の
『
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
等

を
作
成
し
制
度
の
周
知
」、「
４

月
　
日
以
降
に
出
生
し
た
新
生

２７
児
へ
市
独
自
で
給
付
金
の
支

給
」、「
茶
生
産
農
家
の
持
続
的

な
経
営
を
支
援
す
る
対
策
」
な

ど
は
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
る

な
ど
し
て
実
現
し
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大
、
学
校

の
「
３
密
」
を
避
け
る
た
め
に

少
人
数
学
級
編
成
、
学
校
の
消

毒
作
業
へ
の
人
員
配
置
な
ど
、

さ
ら
に
実
現
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

れ
に
追
随
し
て
市
は
「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
つ
く

り
、
集
会
所
な
ど
公
共
施
設
の

２
割
削
減
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
は
「
ダ
ム
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
な
ど
と
称
し
て
ダ
ム
の

観
光
資
源
化
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
が
、
市
は
、　
億
円
も
か
け

１６

て
、
天
ヶ
瀬
ダ
ム
直
下
の
関
西

電
力
所
有
の
旧
志
津
川
発
電
所

を
海
外
の
富
裕
層
向
け
の
ホ
テ

ル
に
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
国
の
施
策
に
無
批
判
に
追
随

し
た
り
、
大
型
の
事
業
に
税
金

を
使
う
の
で
は
な
く
、
市
民
の

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
こ
そ
使

う
べ
き
で
す
。

絵
芥

械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械

大
型
開
発
の
一
方
で
 ―
―
―
―新

型
コ
ロ
ナ

国  言いなりの市政から

市民のくらしを守る市政へ
９月定例会

党議員団 ――――――――
５次にわたる申し入れと議会論戦

 水道料金減免、新生児
 １０万円支給などが実現

市
民
負
担
増

市
民
負
担
増
・・

市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨

市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
てて
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党
議
員
の
「
今
年
度
中
に
給

食
セ
ン
タ
ー
の
用
地
を
取
得
で

き
る
の
か
」と
の
質
問
に
、
市
教

委
は
「
用
地
の
見
通
し
を
示
せ

な
い
」
と
答
弁
。中
学
校
給
食
を

セ
ン
タ
ー
方
式
に
決
め
た
こ
と

で
、
用
地（
５
千
㎡
～
７
千
㎡
）

取
得
が
で
き
ず
に
、
実
施
を
決

め
て
４
年
経
つ
の
に
実
現
の
目

途
が
見
え
ま
せ
ん
。

　
小
学
校
の
給
食
室
で
中
学
校

分
も
作
り
配
送
す
る
親
子
方
式

な
ら
、
既
存
施
設
の
改
修
で
提

供
が
可
能
で
あ
り
、
経
費
も
安

く
、
早
急
に
中
学
校
給
食
が
開

始
で
き
ま
す
。
八
幡
市
や
長
岡

京
市
で
も
親
子
方
式
で
実
施
を

決
め
、
４
年
以
内
に
中
学
校
給

食
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
早
急
な
中
学
校
給
食
の
実
現

の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
方
式
か
ら

親
子
方
式
に
舵
を
切
る
べ
き
で

す
。

長
は
「
最
終
案
の
次
の
最
終
案

を
示
し
た
い
」
と
答
弁
し
て
い

ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
今
、
各
公
民
館
の

サ
ー
ク
ル
・
団
体
に
対
し
参
加

者
を
制
限
し
て
行
わ
れ
て
い
る

説
明
会
で
は
、
最
終
案
を
示
し

「
来
年
３
月
頃
に
廃
止
条
例
提

出
、　
月
頃
に
名
称
変
更
」
す

１１

出
さ
れ
た
最
終
案
は
、「
廃
止
」

「
有
料
化
」
は
そ
の
ま
ま
で
、
公

民
館
の
名
称
を
「（
仮
称
）
市
民

交
流
ま
な
び
館
」
に
変
更
す
る

だ
け
の
も
の
で
し
た
。

　
２
月
の
文
教
福
祉
常
任
委
員

会
で
党
議
員
の
厳
し
い
追
及
に
、

教
育
長
は
「
最
終
的
な
考
え
方

も
整
理
し
て
い
き
た
い
」、
部

幡
）
あ
る
市
立
幼
稚
園
で
３
年

保
育
を
実
施
し
て
い
る
の
は
東

宇
治
の
み
で
す
。

　
保
護
者
の
要
望
は
３
年
保
育

を
全
園
で
実
施
す
る
こ
と
で
あ

り
、
神
明
・
木
幡
両
園
の
３
年

　
市
は
、
保
育
所
待
機
児
ゼ
ロ

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
実
態
は
、

毎
年
度
当
初
に
待
機
児
が
１
０

０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
保
育

所
新
設
や
公
立
園
の
定
員
拡
大

が
必
要
で
す
。

　
市
内
の
私
立
幼
稚
園
は
３
年

保
育
が
当
た
り
前
な
の
に
、
現

在
３
園
（
神
明
・
東
宇
治
・
木

意見書・請願
　
党
議
員
団
は
「
国
の
責
任
に
よ
る
『
　
人
学
級
』
を
展
望
し
た
少
人
数
学
級
の
前
進
を

２０

求
め
る
意
見
書
」
と
「
消
費
税
を
５
％
に
戻
し
、
暮
ら
し
・
営
業
支
援
を
求
め
る
意
見

書
」
の
２
つ
の
意
見
書
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
う
じ
未
来
、
自
民
党
、
公
明
党
、
維
新
・

京
都
宇
治
、
無
会
派
の
浅
井
議
員
が
反
対
し
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
党
議
員
も
紹
介
議
員
と
な
っ
た「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の

支
援
に
つ
い
て
の
請
願
」
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
教
委
が
２
０
１
９
年
　
月
１０

に
示
し
た
「
公
民
館
の
今
後
の

あ
り
方
（
初
案
）」
は
、
公
民
館

を「
廃
止
」「
有
料
化
」す
る
と
し

て
い
ま
す
。
初
案
に
対
し
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、「
廃
止

反
対
」が
　
・
４
％（
１
８
４
件
）、

９８

「
賛
成
」は
わ
ず
か
１
・
６
％（
３

件
）。
し
か
し
、
翌
年
１
月
に

る
と
し
て
い
ま
す
。

　
党
議
員
は
一
般
質
問
で
、
市

教
委
が
最
終
案
の
見
直
し
も
せ

ず
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ま

で
示
し
て
い
る
こ
と
を
厳
し
く

追
及
し
ま
し
た
。

　
教
育
部
長
は
「
説
明
会
で
の

ご
意
見
も
参
考
に
最
終
案
を
取

り
ま
と
め
た
い
」
と
答
弁
し
、

教
育
長
は
「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

今
後
の
目
安
を
示
し
た
も
の
で
、

確
定
し
た
よ
う
に
伝
わ
り
、
申

し
訳
な
く
思
う
」
と
謝
罪
し
撤

回
し
ま
し
た
。

保
育
は
空
き
教
室
の
活
用
で
実

施
で
き
ま
す
。

公
民
館
の「
廃
止
」は
断
念
す
べ

公
民
館
の「
廃
止
」は
断
念
す
べ
きき
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保
育
所
待
機
児
の
解
消
、
市

保
育
所
待
機
児
の
解
消
、
市
立立

幼
稚
園
の
３
年
保
育
の
実
施

幼
稚
園
の
３
年
保
育
の
実
施
をを

金
額
が
不
明
な
こ
と
か
ら
そ
れ

以
上
の
税
金
が
使
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　「
財
政
健
全
化
推
進
プ
ラ
ン
」

で
市
民
に
負
担
を
か
け
て
い
る

一
方
で
、
民
間
企
業
の
利
益
を

目
的
と
す
る
ホ
テ
ル
建
設
に
税

金
を
投
入
す
る
こ
と
は
、
到
底

市
民
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
型
開
発
を
進
め
る
こ
と
は
、

や
め
る
べ
き
で
す
。

　
市
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

天
ケ
瀬
ダ
ム
直
下
の
ホ
テ
ル
開

発
事
業
は
、
初
期
整
備
費
用
に

　
億
円
の
税
金
が
か
か
る
と
さ

１６れ
て
い
ま
す
が
、
関
電
所
有
の

旧
志
津
川
発
電
所
の
土
地
取
得

天
ケ
瀬
ダ
ム
直
下

天
ケ
瀬
ダ
ム
直
下
のの

ホ
テ
ル
開
発
は
ス
ト
ッ
プ

ホ
テ
ル
開
発
は
ス
ト
ッ
プ
をを

な
く
す
た
め
に
、
予
約
制
乗
り

合
い
型
の
交
通
で
あ
る
、「
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
等
の
実
施

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」は
目

的
地
と
時
間
を
予
約
す
れ
ば
、

　「
交
通
の
便
が
悪
く
、
出
か

け
ら
れ
な
い
」、「
買
い
物
や
通

院
に
も
タ
ク
シ
ー
で
、
負
担
が

多
い
」
な
ど
深
刻
な
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
党
議
員
団
は
、
交
通
不
便
を

「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」」の
実
の
実

施
で
、
暮
ら
し
よ
い
ま
ち

施
で
、
暮
ら
し
よ
い
ま
ち
にに

法律相談
毎月第一金曜日

午後２時から議員団控室
事前に議員にご連絡ください。

８月１日４月１日
１８８１２５２０１６年
２０６１４４２０１７年
１６２１１４２０１８年
１６９１１８２０１９年
１４２１１２２０２０年

保育所待機児　 （単位：人）

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運

営
者
が
、
自
宅
周
辺
や

目
的
地
、
時
間
帯
の
近

い
人
た
ち
と
乗
り
あ
わ

せ
の
調
整
を
お
こ
な
い
、

自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で

を
タ
ク
シ
ー
で
送
迎
し

て
く
れ
ま
す
。
利
用
料

は
多
く
の
自
治
体
で
補

助
が
行
わ
れ
て
お
り
、

バ
ス
並
み
の
運
賃
で
利

用
で
き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
全
国
１

７
２
４
市
町
村
 の
う

ち
、
５
１
６
市
町
村
で

導
入
さ
れ
、
住
民
の
移

動
手
段
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
。

「デマンドタクシー（予約制乗り合いタクシー）」とは

病病　院院

市役市役所所
市役所に行きたい

病院に行きたい

　自治体がタクシー事業者などと連携して提供する乗合の運送サー
ビス。利用者のニーズに応じて、運行ルートや乗降場所を設定でき
る、乗合型の運送。


